
令和３年度第３回認知症施策検討委員会 要旨 

 

日時 令和４年 ２月１４日（月）   

１３：３０～１５：１５     

場所 高梁市役所３階大会議室１～３ 

１．開  会 

  あいさつ   河本委員長 

 

宮崎県の小規模多機能型居宅介護管理者に関するテレビ放送で、昨年１１月から惣菜屋を始

め利用者と一緒に調理等をしているという話があった。惣菜屋を始めて利用者がこれまでして

いなかった髪を整えたり化粧をしたり等の変化があった。やはり役割があったり役に立ったり

することができ、活躍できる場が大切でありうらやましく感じた。この委員会で認知症の人が

活躍できるような施策の話ができればと思う。 

 

２．協議内容  

 １）令和３年度認知症総合支援事業等の実績及び評価について 

 （別紙のとおり） 

質疑： 

・認知症サポーター養成講座の開催について、初めて開催した高梁高校の反応は？ 

市→「優しく接したい」等前向きに捉えて、素直に感じ取ってくれたと思う。また、認知症

サポーターとして夏休み等の休暇には市内の認知症カフェに参加して欲しいと伝えてい

る。また、ロバマスコットの型紙を配布したところ、ミニロバマスコットを作成してくだ

さった。アルツハイマー月間での展示や小学校での認知症サポーター養成講座の際に配付

する等検討したい。 

 

・アルツハイマー月間の図書館のフェアで認知症に関する本の貸し出し数が増加しているが、

来年度の取り組みは？広島県の図書館では認知症の解釈の講座や出張相談などを行ってお

り、そういった取り組みを行っても良いかもしれない。 

 市→包括から図書館へ取組の提案をした際に、図書館側も高齢者への働きかけができておら

ず、ぜひコラボしたいと申し出があった。図書館での認知症を知るフェアは来年度以降も

行う予定としている。 

 

２）令和４年度の事業について 

   ・独居高齢者の実態把握継続 

   ・アルツハイマー月間の啓発拡大（R３実施分＋市民ホール展示＋オレンジガーデニング 

     ＋幟作成＝標語の募集） 

   ・認知症サポーターステップアップ講座の開催数増 

   ・チームオレンジの設置 

   ・認知症予防事業の実施の検討（もの忘れ相談会等） 

 

 



３）グループワーク 

①ステップアップ講座受講者用缶バッジについて（投票） 

   各委員１票ずつ投票、Ａ案に決定。 

 

②令和３年度の取組みの評価について 

・認知症カフェでも認知症サポーター養成講座を開催しているが、今年度もコロナのため、

人が集まりにくかった。カフェや養成講座についてどういう風に開催すれば良いか 

・認知症サポーター養成講座についてチラシはあるが、内容が分かりにくい。講座の目的や

内容を分かりやすくした方が良い。 

・小学生対象で認知症サポーター養成講座を開催しているが、家に帰って認知症の話をした

り、祖父母との接し方を学んだりで良い学びになると思う。 

・認知症サポーター養成講座を郵便局対象でオンライン開催しているが、「オンラインでで

きます」という広報をもっとした方が良い。 

・認知症カフェの運営は当事者を探すのではなく、参加者の口コミで雰囲気も壊さずやって

いきたい。 

・独居高齢者救急搬送で約４分の１は未把握。積極的に実態把握を進めていく必要がある。

実態把握について、どの程度訪問出来ているのか全体数や訪問数等、数字で成果が見える

方法を考えた方が良い。 

・アルツハイマー月間の取り組みは継続し、みんながアルツハイマー月間のことを分かるよ

うにしていきたい。 

 

③令和４年度アルツハイマー月間“認知症を知るコーナー”の情報提供や展示内容について 

 ・ＤＶＤをリピートで流す（行政放送、当事者のインタビュー、当事者の会話の再現等） 

 ・会場をオレンジ色にする、オレンジの風船を上げる 

 ・認知症ケアパスの表紙と相談窓口、認知症カフェの部分を手に取れるサイズにしたものを

配布する。 

 ・認知症総合支援事業の内容について展示する。 

 ・認知症カフェが誰でも参加して良いと分かるものを展示する。 

 ・スタンプラリーを実施する。 

 ・警察署の防犯啓発グッズの配布等協力（特殊詐欺等） 

 ・展示だけでなく、キャラバンメイトや包括職員、認知症施策検討委員会委員が常駐してそ

の場で相談対応する。 

  ・当事者、家族の声、気持ちを展示する。（ツリーに短冊等） 

  ・認知症にも程度があるのを感じてもらえれば 

  ・ツイッターやＳＮＳを活用し、やりすぎなくらいＰＲする。 

  ・認知症初期の人がつながるきっかけ作りになれば 

  ・城南高校（デザイン科）にポスター制作依頼をしては？ 

 

河本委員長より 

今年度の取り組み評価については来年度に活かせる意見が多く出た。ますます活発に啓発が

できるように頑張ってもらいたい。また、当事者などの生の声が地域に伝わると良いと思う。 



３．その他 

  ・令和３年度高梁市医療・介護市民公開講座紹介、アンケート依頼 

  ・委員の任期終了について 

   認知症施策検討委員会の２年の任期が年度末で終了となります。委員の皆さまには様々 

なご意見、ご提案をいただきありがとうございました。おかげをもちまして認知症施策も 

いくらか前に進んでいるように感じております。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

４．閉  会 

   


